
 

科目区分：共通基礎科目 
 

教  養  特  別  講  義  学期  曜 日  校 時  授業科目名 
 
 英 語 名           Special lecture for freshman 

 担 当 
 
 教官名 

姫 野 順 一 
冨 塚   明 
後 藤 惠之輔 

単 位 数 ２単位 
必修 

 
選択 

必  修 
前期 水曜日 Ⅲ校時 

            授 業 の ね ら い ・ 内 容 ・ 方 法                                                  

  学長、副学長及び名誉教授による特別講演により、ものの見方・考え方の多様性、課題探求・学問の 
 面白さを知るとともに、「長崎」、「平和」及び「福祉・ボランティア」の講義により、学生生活の場 
 である長崎を理解し、平和について学び、幸福、福祉とは何かを考え、ボランティア精神を養うことに 
 より、学生諸君が探究心と豊かな心を持ち、平和を支え、社会に貢献する人材となることを期待する。 

              テ キ ス ト 、 教 材 等                                         

 長崎：「海外情報と九州」 姫野順一編 九州大学出版会 
    「出島の科学」   「出島の科学」刊行会 九州大学出版会 
 
 平和：特に指定しない。 
 
 福祉・ボランティア：テキストは用いない。適宜プリント資料を配付する。 

  対 象 学 生                     成 績 評 価 の 方 法                               教 官 研 究 室                   

    Ｅｈ   

 

 
    Ｔ２４Ａ 

 課題レポート，出席状況等を考慮して行う  

              授 業 計 画                                         

 授業計画 
   第１回 ４月16日 特別講演Ⅰ     学長 
   第２回 ４月23日 長崎        姫野順一（環境） 
   第３回 ４月30日 長崎        姫野順一（環境） 
   第４回 ５月７日 長崎        姫野順一（環境） 
   第５回 ５月14日 特別講演Ⅱ     山下正喜（名誉教授） 
   第６回 ５月21日 特別講演Ⅲ     田北徹（名誉教授） 
   第７回 ５月28日 福祉・ボランティア 後藤惠之輔（生産研） 
   第８回 ６月４日 福祉・ボランティア 後藤惠之輔（生産研） 
   第９回 ６月11日 福祉・ボランティア 後藤惠之輔（生産研） 
   第10回 ６月18日 特別講演Ⅳ     北川常廣（名誉教授） 
   第11回 ６月25日 特別講演Ⅴ     佐藤俊英（名誉教授） 
   第12回 ７月２日 平和        冨塚明（環境） 
   第13回 ７月９日 平和        冨塚明（環境） 
   第14回 ７月16日 平和        冨塚明（環境） 
   第15回 ７月23日 特別講演Ⅵ     副学長 
 
 
 授業内容 
  １．長崎 
     ３回の長崎に関する講義の中で，まず，長崎の歴史的な空間を映像で体験することで長崎への 
    イメージを形成し，つづいて「鎖国時代」に出島が果たした役割を理解し，最後の講義で外国人 
    の見た日本社会の観察を検討することで，日本の近代化の意義を考える。 
     第１回 映像で見る長崎の歴史空間 
                                                

（次頁へ） 

 



 
 
 
 

第２回 西洋文化の移入口としての長崎 
第３回 外国人の見た日本 

 

 ２．平和 
21世紀にはいって平和の問題がこれまで以上に問われるようになっている。長崎県は原爆被爆

県であると同時に全国有数の基地を抱えている県でもある。核兵器と基地問題に焦点を当てて、
長崎県のおかれている現状を考えてみたい。 

第１回 長崎原爆被害の実相 
第２回 核兵器をめぐる諸問題 
第３回 長崎県の軍事基地 

  
 ３．福祉・ボランティア 
     今，我が国は高齢化の時代から超高齢化の時代へと移行しつつあり，また，障害者も増加傾向 
    にある。このような時にあって，街中には多くのバリア（障壁）が存在し，高齢者，障害者等が 
    暮らしやすい街では決してない。バリアフリーの街づくりを求めて，我々は共に何をすれば良い 
    のか，心のあり方，物の作り方，制度のあり方等について学ぶことを本授業の内容とする。 

 

第１回  

福祉とボランティア 
      福祉とは，特に社会の構成員に等しくもたらされるべき幸福であり，ボランティアとは，そ 
     の幸福をもたらす思いやりの心を具現化する言動であると位置付け，福祉及びボランティアの 
     あり方について考える。 
     バリアとバリアフリーの実際（その１） 
      バリアには，物理的，心理的，情報面，制度面，文化面の５つのバリアがある。「ノーマラ 
     イゼーション」の思想のもと，これらバリアを除去するにはどうすれば良いか，バリアとバリ 
     アフリーの実際を２回に分けて学ぶ。その１では，施設におけるバリア，バリアフリーについ 
     て，「ハートビル法」を学んだ後，公園を含む長崎市内の公共施設，観光施設等を対象として 
     知る。 
 
    第２回 バリアとバリアフリーの実際（その２） 
      その２では，「交通バリアフリー法」を学ぶと共に，交通のバリア，バリアフリーについて 
     バス，路面電車等の公共交通及び歩道，横断歩道橋等を対象として知り，更には「ユニバーサ 
     ルデザイン」についても学ぶ。 
 
    第３回 学内バリアフリー探検 
      受講生自ら，車いすに乗ったりアイマスクや高齢者疑似体験グッズを身に着けて，大学構内 
     を探検し，建物内や歩道におけるいろいろなバリアの存在を実地に知る。この学内バリアフリ 
     ー探検を通して，バリア及びバリアフリーに関する自らの「体験」，人への「啓発」及び施設 
     等の建設・維持管理者等への「提言」を考えていく。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


